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町内会加入世帯数4,728世帯

3年ぶりの総会
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新型コロナウイルス感染者が高止まりの状況が続

いている中、多くの方閃の来賓の御臨席をいただ

き、町内会、諸団体から約80名の方勾のご出席

をいただきました。

大変ありがとうございましだ。

この2年間、新型コロナ感染による「緊急事態

宣言」「まん延防止措置」等により、社協・連町の

行事の多くが中止となっています。今後は、新型

令和4年5月20日、尾長地区社会福祉協議会、 コロナ感染に対する防止に万全を期すことはもち

連合町内会合同総会が開催されました。

令和4年度総会を終えて

去る5月20日（金） 3年ぶりに社会福祉協議

会・連合町内会合同の総会を開催いたしました。

ろんのこと、コロナとうまく付き合いながら、行

事も工夫をしながら進めていく必要があると考え

ています。

今年度は、サロンの「ひまわり会」が解散され

るとのことで、 38年もの長きに渡りお世話して

くださった高木幸子代表に、尾長地区社協より感 一方、私たち町内会・自治会を取り巻く状況は、

謝状を贈呈しました。高木代表からは、長年の思 役員の高齢化、後継者不足、町内会加入率の低下

い出なとのお話があり、参加者からは、敬意を込 等から非常に厳しい現実があります。こういった

めたお疲れ様の拍手が送られました。 中、総会終了後に、松井広島市長自ら「地域コミュ

さて、いまだコロナの収束は見通し不明ですが、 ニティ活性化ビジョン」の講演会があり、町内会

尾長地区社協では、ウイズコロナで今年度の活動 等へ行政から、ヒト、モノ等で支援を検討してい

を再開することを報告し、今後多くの行事・活動 るという心強いお話がありました。私たちも行政

を無理なく見直しながら進めていくと説明しまし と連携して頑張って行きたいと思いますので、今

だ。コロナ禍で2年間中止になっていだ「高齢者 後とも町内会の皆様のご協力をよろしくお願いい

ふれあいまつり」や「高齢者見守りネットワーク たします。

研修会」なとも計画していく予定です。 尾長地区連合町内会会長 原田幹太

まだ、昨年度実施した調盃により、社協登録サ

ロンや地域で活動されているサロンの実態が把握

できました。今年度は、サロンヘの支援の仕方な

との見直しを目標に掲げて活動を進める予定です。 6/6 尾長l」9学校西門に設置され

今年度も皆様のこ理解、ご協力をよろしくお願 1だ「土砂災害ハザードマップ」
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い申し上げます。

尾長地区社会福祉協議会会長石田三枝子
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初動対廊防災訓練（自主防）

『①伺がどこにあるのか？②どうして組み立

てるか？③とこに配置するか？』等、災害時に

使用する、道具、施設、器具、備蓄用品などを、

2班に分かれて、実際に動いて確認するといった

具体的な訓練でした。

当日は、各町内会・自治会から約50名と東区

地域おこし推進課から職員の方内が参加されまし

三ミご冒の区旦〗ぁll:／
意見がありました。

＇ コロプ禍で、伝える事が出来なかった一人

・ ひとりの率直な思いが聞け、コミュニケーシ

' ヨンの大切さを改めて感じた時間でした。

： 尾長地区青少年健全育成連絡協議会

会長小川真由美

. ett1111, 碑細rlh~~l1111f61111thhl'81.tltltltltb1Pi

た。

訓練を終えた方からは、「テントを張る練習を

したけと、写真を見ての実技は難しかったです。

でも、いい経験になりました。年に1、2回こう

いう機会があったら良いと思います。」との感想

を頂きました。

≪実際に組み立てたもの≫

①簡易テント

②エアーベット

R大型扇風機


